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マテリアル工学倫理 
 

４月１８日（木） 
 

 第３講 復習 
        ・｢倫理｣what/why 
        ・経済社会の変化 
        ・｢工学倫理｣why 
     倫理の中身は普遍的か 
     倫理for what 
     倫理で社会に寄与する 



マテリアル工学倫理 
 

４月１８日（木） 
 

 第３講 復習 
        ・｢倫理｣what/why 
        ・経済社会の変化 
        ・｢工学倫理｣why 
     倫理の中身は普遍的か 
     倫理for what 
     倫理で社会に寄与する 



■｢倫理｣what 
   人が守り､行動すべき水準｡善悪の判断に､ 
  その社会で共有され､規準になる規範｡道徳｡ 
 

■｢倫理｣特徴 
  ・判断に用いるモノサシは複数､可変  
  ・モノサシの選択･比重は､都度判断 
  ・事案／判断者の個性→判断結果の固有性 
 

■｢（工学）倫理｣why 
   ・｢倫理｣自体の重要性 
   ・組織運営／リーダーシップの“要諦” 



■｢倫理｣what 
   人が守り､行動すべき水準｡善悪の判断に､ 
  その社会で共有され､規準になる規範｡道徳｡ 
 

■｢倫理｣特徴 
  ・判断に用いるモノサシは複数､可変  
  ・モノサシの選択･比重は､都度判断 
  ・事案／判断者の個性→判断結果の固有性 
 

■｢（工学）倫理｣why 
   ・｢倫理｣自体の重要性 
   ・組織運営／リーダーシップの“要諦” 
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人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
自
然
対
数
値

アメリカ

イギリス

ドイツ

日本

中国

韓国

タイ

ベトナム

インド

(備考)１人当たりＧＤＰの自然対数値 (1990年ゲアリー=ケイミス・ドル表示）。

(資料) ①1949年までのデータ；Angus Maddison(1995)「世界経済の成長史1820～1992年」から作成。

　　　　②1950年以降のデータ；Angus Maddison（2001）｢The World Economy - A Millennial Perspective｣から作成。

       　③1970年以降のデータ；UN, National Accounts Main Aggregates Databaseから作成。

（出所)2002年版通商白書から作成

（注意）③については、1990年を100とした場合の対ＵＳＤに対するﾃﾞﾌﾚｰﾀ補正値。

イギリス

アメリカ

ドイツ

日本

中国

韓国

タイ

終戦(45)
第一次石油ｼｮｯｸ
変動相場制(73)

ﾍﾞﾙﾘﾝ壁
崩壊(89)

第二次石油ｼｮｯｸ
(78)

アジア通貨危機
(97-98)

ベトナム

インド

作成：京極政宏氏（株式会社ぐるなび） 

１人当たりＧＤＰの各国比較と､推移（1870-2008年） 

＊ 



将来人口推計 （年齢３区分別人口割合の推移（中位推計）） 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）｣ 
    図１－４ 年齢３区分別人口割合の推移 ― 出生中位（死亡中位）推計 ― 
    http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/newest04/z1_4.html 

＊ 



国民意識の変化  －求める豊かさは､モノか心か－ 

＊ 国民生活に関する世論調査（平成21年6月調査） 
http://www8.cao.go.jp/survey/h21/h21-life/index.html 
２ 調査結果の概要 ２．今後の生活について 
図37「これからは心の豊かさか、まだ物の豊かさか（時系列）」 



(財)共用品推進機構 
(１９９９年１１月) 

by Kyoyo-Hin Foundation 

Barrier Free  
               (for Physical 
                 Disabilities) 

Environment 

＊ ご提供：公益財団法人 共用品推進機構 



Environmental to the RisksRisk vs Population Exposed
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arranged from Dr. Junko NAKANISHI’s papers 



(財)共用品推進機構 
(１９９９年１１月) 

ご提供：公益財団法人 共用品推進機構 ＊ 



＊ 
ご提供：花王株式会社 



Impacts  
 on Bus. 

Kyoyo-Hin Foundation 
(Nov. 1999) 

＊ 

ご提供：花王(株) 

＊ ご提供：公益財団法人 共用品推進機構 

＊ 

＊ 

ご提供：(株)ミクニ 

ご提供：(株)ひげ工房 



専門職能 

会社 

コミュニティ 
他人 

倫理（自分を中心とした諸側面） 

自分 



工学技術 

会社 

コミュニティ 
他人 

工学倫理（自分を中心とした諸側面） 

自分 

（工学技術） 



倫理（社会を起点とした諸側面） 

 社会 
（モデルＸ） 

 社会 
（モデルＹ） 



倫理（社会を起点とした諸側面） 

 社会 
（モデルＸ） 

 社会 
（モデルＹ） 



マテリアル工学倫理 
 

４月１８日（木） 
 

 第３講 復習 
        ・｢倫理｣what/why 
        ・経済社会の変化 
        ・｢工学倫理｣why 
     倫理の中身は普遍的か 
     倫理for what 
     倫理で社会に寄与する 



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣の中身は普遍的か 
 
 
    



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣の中身は普遍的か 
   ・常に変わらないこと 
   ・外的条件で変わること 
 



｢変わらないこと｣－前回回答から 
・｢周囲とどう折り合いをつけていくか｣ 
・生まれ育った環境・風土 
・生存の価値に関わること 
・人の物を盗むのは×（人としての善悪） 
・人殺しと盗みは×､は世界共通 
・時代を超えて存在するもの→例：宗教 
・宗教的価値観→宗派ごとの違いは？ 
・基本的な人権 
  
 



「人々は奪うべからざる人権､譲渡することのできぬ人権に 
  ついて語るとき､この権利はあらゆる政府から自立した 
  権利であり､あらゆる人間に具わる権利としてすべての 
  政府によって尊重されるべきだと考えてきた。ところが今､ 
  政府の保護を失い市民権を享受し得ず､従って生れ 
  ながらに持つ筈の最低限の権利に頼るしかなくなった  
  人々が現われた瞬間に､彼らにこの権利を保証し得る者 
  は全く存在せず､いかなる国家的もしくは国際的権威も   
  それを護る用意がないことが突如として明らかになった｡｣ 

（ハナ・アーレント著『帝国主義＜全体主義の起源２＞』 
大島通義、大島かおり共訳、みすず書房、新装版1981年、p.273より引用） 

「『生まれとナショナルな帰属によってその支配に服す 
 国家が保障してくれない限り』人権はあてにならない 
 ものだということを明らかにした」 

（川崎修『アレント : 公共性の復権＜現代思想の冒険者たち第17巻＞』 
講談社、1998年、p.127より引用） 



｢変わらないこと｣－前回回答から 
・｢周囲とどう折り合いをつけていくか｣ 
・生まれ育った環境・風土 
・生存の価値に関わること 
・人の物を盗むのは×（人としての善悪） 
・人殺しと盗みは×､は世界共通 
・時代を超えて存在するもの→例：宗教 
・宗教的価値観→宗派ごとの違いは？ 
・基本的な人権 
▼殺人→戦争下では､×でない 
▼社会環境に合わせるのは× 
 ∵社会環境は､完全な民意の反映でない 
  （例：社会的少数者の存在）  
 



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣の中身は普遍的か 
   ・常に変わらないこと 
   ・外的条件で変わること 
 



｢変わること｣－前回回答から 
・経済､自然､宗教､文化､人口構成 
 → 豊かさが変化 → 観点･価値観が変化 
・｢（判断）基準｣の選び方  ＋  ｢基準｣自身 
 → 導かれる結論（３者とも変わる） 
・倫理は主観 → 主観は人･状況で変わる 
・社会環境↑ → 期待度↑ → あり方↑ 
・個人では決まらず､多数派が規定 
・倫理が社会のモデルに依存していなければ 
 戦争も起きていない 
・技術↑→ 能力↑（例：遺伝子操作）→ 問題出現 
・変わらないと社会は良くならない 
・社会は常に変化→同じ倫理で政策･産業は× 
  
 



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣は普遍的か 
   ・常に変わらないこと 
   ・外的条件で変わること 
 

  整理すると… 
 



｢変わらないこと｣の諸側面 

  １． 社会の規範          （外的規約や制約） 

  ２．生育した風土     （半生得的･外生的） 

  ３．道理･道義として   （独立･無条件） 
 

｢変わること｣の諸側面 
  １． 規範自身の変化①（例：進化､変容） 
  ２．規範自身の変化②（例：新規出現） 
  ３．組合せ方の変化   （例：視点､価値観） 
  ４．行為者の変化       （例：知見､態度） 
  ５．外的要請が変化   （例：水準が向上） 
  ６．社会規制が付加 
   （例：個人情報､化学物質､公正取引､貿易） 



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣は普遍的か 
   ・常に変わらないこと 
   ・外的条件で変わること 
 
 



マテリアル工学倫理 
 

４月１８日（木） 
 

 第３講 復習 
        ・｢倫理｣what/why 
        ・経済社会の変化 
        ・｢工学倫理｣why 
     倫理の中身は普遍的か 
     倫理for what 
     倫理で社会に寄与する 



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣は普遍的か 
■｢倫理｣for what 
  



■｢倫理｣for what 
１．外的要請への対応           （他律的､相対的） 
   ・｢周りの人｣と折り合っていくため 
   ・｢社会のルール｣と調和していくため 
 

２．独自の判断と行動   （自律的､利益動機） 
   ・｢自ら｣を高めていくため 
 

３．損得（含､自己）から独立 （自律的､道義的） 
   ・そう｢あるべき（道義）｣だから 
 

４．外的環境を変革       （自律的､環境関与） 
   ・良い方向に｢社会を導く｣ため 
   ・→｢倫理｣の役割の拡張 



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣は普遍的か 
■｢倫理｣for what 
   ・｢周りの人｣と折り合っていくため 
   ・｢社会のルール｣と調和していくため 
   ・｢自ら｣を高めていくため 
   ・そうあるべき（｢道義｣）だから 
   ・良い方向に｢社会を導く｣ため 



■｢倫理｣what 
■｢倫理｣特徴 
■｢（工学）倫理｣why 
■｢倫理｣は普遍的か 
■｢倫理｣for what 
   ・｢周りの人｣と折り合っていくため 
   ・｢社会のルール｣と調和していくため 
   ・｢自ら｣を高めていくため 
   ・そうあるべき（｢道義｣）だから 
   ・良い方向に｢社会を導く｣ため 



マテリアル工学倫理 
 

４月１８日（木） 
 

 第３講 復習 
        ・｢倫理｣what/why 
        ・経済社会の変化 
        ・｢工学倫理｣why 
     倫理の中身は普遍的か 
     倫理for what 
     倫理で社会に寄与する 



なぜ、 
 

｢倫理｣が社会へ 
 

“出て行く” 
 必要があるのか 



いま、 
 

｢外｣（社会）で 
 

 起きていることは 



視野を広げて、 
 

世界が直面する 
 

｢課題｣を考えよう 



環境､生物多様性､水､ 
資源･エネルギー､食糧､ 
人口､疾病､障害､高齢化､ 
災害､民族､文明､領土､ 
グローバル化､格差､ 
貧困､差別､人権､… 



 

【要請：その１】 
 

 課題山積､輻輳化 
 
 

   



 

【要請：その１】 
 

 課題山積､輻輳化 
 
 

  「市場（原理）」が、 
    課題を､解けているか？ 



時間 

発展 

先進国 

      途上国 

｢市場原理｣－皆の幸福を実現する筈だった 

WIN 

WIN 



時間 

発展 

先進国 

      途上国 

現実は－｢勝ち組｣｢負け組｣が生じている 

WIN 

？ 



「市場（原理）」が、 
    課題を､解けているか？ 
 

 

  →NO! 
  （解けていない） 
 



あるべき 
社会 

今は 
ここ 

何か､対策が必要 



あるべき 
社会 

このまま行くと 

今は 
ここ 

何か､対策が必要 



あるべき 
社会 

｢悪化｣かも 

今は 
ここ 

何か､対策が必要 



あるべき 
社会 

このまま行くと 

今は 
ここ 

作用を 
加える 

何か､対策が必要 



あるべき 
社会 

このまま行くと 

今は 
ここ 

作用を 
加える 

何か､対策が必要 

よい方向 
に､導く 



「市場（原理）」が、 
    課題を､解けているか？ 
 

NO! 
対策Ｘ：政策が出動   
    （例：｢規制｣をかける） 
 

対策Ｙ：｢経済｣自身が解く 
     ｢市場原理｣を進化 



【要請：その２】 
 

   社会的要請や、 
 ステークホルダの広がり 
 

  



企業とステークホルダーの関係性 

企業 

政府・行政 

調達先・取引先 

従業員 

求職者 地域・NPO 

消費者 

金融機関 

投資家 



【要請：その２】 
 

   社会的要請や、 
 ステークホルダの広がり 
 

   →企業｢価値｣基準が変化 
 →“見えない価値”も  



  ステークホルダーの期待 
  （「トリプルボトムライン」との関係） 

人権 環境宣言 透明性 ＮＧＯ 

地域活動 透明性、情報開示 永続性 地域社会 

公正取引 規制遵守 ﾍﾞﾝﾁｰﾏｰｸ 競合他社 

安全遵守 環境保全、情報開示 適正価格 消費者 

倫理配慮製品 廃棄物削減 マージン 流通業者 

製造、検査・監査 環境定義 報酬、永続性 下請け業者 

倫理 技術仕様 長期関係 供給業者 

公正取引 省資源、省エネ 品質保証 顧客 

雇用、教育訓練 現場環境 公正、報酬 従業員 

労働災害 リスク管理 補償費用 保険業者 

ﾆｰｽﾞ先取り 環境リスク管理 永続性 金融機関 

規制遵守、安全 規制遵守 厚生福祉 行政当局 

ブランド、危機管理 リスク管理 財務状況 
 

株主 

社会 環境 経済 利害関係者 

（出典）仏国規格SD21000(企業の社会的責任)より作成。 



財務資本 
有形資産 

知的財産 
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ 

環境 

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ 

ＮＧＯ対応 
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ 

人権 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

貧困 

労働環境 

従業員の質 

障害者対応 

ブランド 

企業を測る基準－｢見えない｣価値への広がり 

有形、見える価値 

無形、見えない価値 

（出典：イノベスト社の資料を参考に作成） 



財務資本 
有形資産 

知的財産 
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ 

環境 

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ 

ＮＧＯ対応 
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ 

人権 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

貧困 

労働環境 

従業員の質 

障害者対応 

ブランド 

企業を測る基準－｢見えない｣価値への広がり 

有形、見える価値 

無形、見えない価値 

（出典：イノベスト社の資料を参考に作成） 

経営を測る 
モノサシの変化 



 ほかにも､沢山の要因  

• 国境を越えたコミュニケーションの拡大 

 →企業にとって「信用」が中心的な課題 
 

• 市場の流動化、事業の世界展開 

 →企業の成功が地域社会や文化ニーズ   

    に大きく依存 
 

• 多様なステークホルダの発言力 

 →ＮＧＯの発言力の拡大 
 

• 企業vs顧客､企業vs投資家の関係流動化 



   見ておきたい動き 
 

◆企業の社会的責任 
（CSR＝ Corporate  Social  Responsibility） 
 

◆社会的起業（企業） 
 
◆非政府セクタの役割↑ 



   見ておきたい動き 
 

◆企業の社会的責任 
（CSR＝ Corporate  Social  Responsibility） 
 

◆社会的起業（企業） 
 
◆非政府セクタの役割↑ 



 

◆企業の社会的責任（CSR）  
 とは､ 
 

・市場原理を拡張（修正） 
 

・企業が本業を通じて､社会の 
 課題解決を担う 
 

・社会あり方､にも寄与 



▼倫理 
   (宗教､ココロ) 

▼社会 
     (市場､環境､労働､貧困､人権) 

▼ガバナンス 

リスクＭＧＴ 

法令遵守 コンプライアンス(狭義) 

コンプライアンス(広義) 

社会的責任（ＣＳＲ） 

（企業）組織内 

（企業）組織外､個人のココロ 

コンプライアンス､ガバナンス､ＣＳＲの関係 



【スクリーニングの方法】 

        S&P Global 1200に含まれる企業を元に、以下の4つのクライテリア     
に沿ってスクリーニングが行われる。 
         

・ Internal Social Policy 

  従業員や就労環境に対する配慮 

・ Environmental Policy 

     環境に対する配慮 

・ External Social Policy 

     ステークスホルダーや企業をとりまく社会への配慮 

・ Ethical Economic Policy 

     法令順守､コーポレートガバナンスなど､倫理面や経済性への配慮 

(株)日本総研CSR Archives HPから作成 

Ethibel Sustainability Index 



「企業の社会的責任」 
（ＣＳＲ＝Corporate Social Responsibility） 
 の 定義 と 範囲 



企 業 の 社 会 的 責 任 （ Ｃ Ｓ Ｒ ） に 関 わ り の 深 い 用 語 （ 例 ）
（ ５ ０ 音 順 、 □ は 再 掲 ）

■ ア ク セ シ ブ ル ・ デ ザ イ ン

（ 類 語 ＝ バ リ ア フ リ ー 、 ユ ニ

バ ー サ ル デ ザ イ ン ）

■ イ ン テ グ リ テ ィ （ 誠 実 さ ）

■ イ ン テ グ レ ッ ク ス

■ エ コ （ ロ ジ ー ）

■ 欧 州 統 合

■ オ ー ガ ニ ッ ク

■ 株 主 行 動

■ 企 業 価 値 評 価

□ 企 業 統 治 （ コ ポ レ ー ト ・ ガ バ

ナ ン ス ）

■ 企 業 不 祥 事

■ 企 業 倫 理

■ グ ッ ド バ ン カ ー

■ グ リ ー ン

■ グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン

■ 経 営 （ 企 業 ） 品 質

■ 経 団 連 ・ 企 業 行 動 憲 章

■ （ 企 業 ） 行 動 規 範 ／ 行 動 基 準

（ ）Codes of Conduct
■ （ 企 業 ） 行 動 憲 章 ／ 行 動 指 針

■ 企 業 福 祉

■ 経 済 人 コ ー 円 卓 会 議 企 業 行 動

指 針

■ 国 連 グ ロ ー バ ル ・ コ ン パ ク ト

■ コ ー ズ ・ マ ー ケ テ ィ ン グ

( )Cause-RelatedMarketing
■ コ ー ポ レ ー ト ・ ガ バ ナ ン ス （ 企

業 統 治 ）

■ コ ー ポ レ ー ト ・ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

■ コ ミ ュ ニ テ ィ 投 資

■ コ ン プ ラ イ ア ン ス

□ サ ス テ ナ ビ リ テ ィ

■ サ ー ベ イ ン ズ ・ オ ク ス レ ー 法

（ 米 起 業 改 革 法 ）

■ サ リ バ ン 原 則

■ 市 場 の 進 化

■ （ 経 営 の ） 持 続 （ 可 能 ） 性 （ サ

ス テ ナ ビ リ テ ィ ）

■ 児 童 労 働

■ 社 会 ・ 環 境 報 告 書

（ Ｃ Ｓ Ｒ ( 環 境 ) 会 計 ・ 報 告 書 ）

■ 社 会 起 業 家 （ ）Social Venture
■ 社 会 貢 献 （ 活 動 ）

□ 社 会 （ 的 ） 責 任 投 資 （ Ｓ Ｒ Ｉ ）

■ 社 会 責 任 ビ ジ ネ ス

■ 社 会 的 結 合

■ 社 会 （ 公 共 ） 哲 学

■ 障 害 者 雇 用

■ 女 性 の 活 用 ・ 登 用

■ ス ク リ ー ン 運 用

■ ス ロ ー （ ラ イ フ ）

■ ス テ ー ク ホ ル ダ ー マ ネ ジ メ ン

ト

）■ 説 明 責 任 ( ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ

■ ソ ト コ ト （ Ｓ Ｏ Ｔ Ｏ Ｋ Ｏ Ｔ Ｏ ）

■ ソ フ ト ロ ー

■ ダ イ バ ー シ テ ィ ー （ ＝ 多 様 性 ）

■ ト リ プ ル ボ ト ム ラ イ ン

■ ナ チ ュ ラ ル ・ ス テ ッ プ

■ フ ィ ラ ン ソ ロ ピ ー

■ フ ェ ア ・ ト レ ー ド

■ マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

■ メ セ ナ

■ 良 き 企 業 市 民

Cause Related Marketing□ ( )

□ Ｃ Ｓ Ｒ （ 環 境 ） 会 計 ・ 報 告 書

（ 社 会 ・ 環 境 報 告 書 ）

Domini Social Index■ ４ ０ ０

■ Ｅ Ｃ Ｓ ２ ０ ０ ０

■ Ｅ ｔ ｈ ｉ ｂ ｅ ｌ

■ Ｇ Ｒ Ｉ ガ イ ド ラ イ ン

■ Ｉ Ｓ Ｏ ２ ６ ０ ０ ０

■ Ｌ Ｏ Ｈ Ａ Ｓ

（ ）Lifestyles of Health and Sustainability
■ Ｎ Ｐ Ｏ ／ Ｎ Ｇ Ｏ

■ Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 多 国 籍 企 業 ガ イ ド ラ

イ ン

■ Ｓ Ａ ８ ０ ０ ０

□ Ｓ Ｏ Ｔ Ｏ Ｋ Ｏ Ｔ Ｏ （ ソ ト コ ト ）

■ Ｓ Ｒ Ｉ （ 、Social Responsibility Investment
社 会 （ 的 ） 責 任 投 資 ）

■ Ｓ Ｒ Ｉ イ ン デ ッ ク ス



   見ておきたい動き 
 

◆企業の社会的責任 
（CSR＝ Corporate  Social  Responsibility） 
 

◆社会的起業（企業） 
 
◆非政府セクタの役割↑ 



＊ 
株式会社スリーエフウェブサイトより 
http://www.three-f.co.jp/release/2010/101008_tft.html 
2010年10月7日ニュースリリース 



TABLE FOR TWOウェブサイトより http://jp.tablefor2.org/ ＊ 



TABLE FOR TWOヘルシーメニューガイドライン 
 
１．一食当たりのカロリーが抑えられている 
 （1食あたり730kcal (680～800kcal) 程度） 
２．栄養バランスが取れている 
３．野菜を多く含む 

＊ 
TABLE FOR TWOウェブサイトより 

http://jp.tablefor2.org/aboutus/profile.html#feature 



＊ TABLE FOR TWOウェブサイトより 
http://jp.tablefor2.org/ 



＊ 
TABLE FOR TWOウェブサイトより（2014/02/21参照） 

http://jp.tablefor2.org/supporter/participation1.html （2014年2月21日現在の情報） 



TABLE FOR TWO University Association （大学連合）ブログより 
http://ameblo.jp/tftua/ 

＊ 



キリン ボルヴィック ウェブサイトより（2014/02/25参照） 
http://www.kirin.co.jp/products/softdrink/volvic/1lfor10l/index.html 

＊ 



   
 

東京タワーウェブサイトより（2014/03/24参照） 
http://www.tokyotower.co.jp/secret/index_05.html# 

＊ 
© TOKYO TOWER 



東京タワーウェブサイトより（2014/03/24参照） 
http://www.tokyotower.co.jp/secret/index_05.html# 

＊ © TOKYO TOWER 



NPO法人J.POSH 日本乳がんピンクリボン運動ウェブサイトより 
http://j-posh.com/ （2014/02/25参照） 

＊ 



日本マクドナルド株式会社ウェブサイトより（2014/03/19参照） 
http://www.mcdonalds.co.jp/social/donald/index.html 

＊ 



日本マクドナルド株式会社ウェブサイトより（2014/03/19参照） 
http://www.mcdonalds.co.jp/social/donald/index.html 

＊ 



日本マクドナルド株式会社ウェブサイトより（2014/03/19参照） 
http://www.mcdonalds.co.jp/social/donald/index.html 

国内8カ所目のハウス、「東大ハウス」が東京都文京区の東大病院にオープンしたのは 
2011年12月。 

＊ 



                                                                                   

   

              

            シェイド 
グロウン コーヒー 
熱帯林のことを考
えたコーヒー豆  

  

   

              

              フェア
トレード コーヒー 
家族経営の小さな
農園の幸せのため

に  

              

              ベラビ
スタ F.W. トレスリ
オス コスタリカ  

 
 

 
  

         

                 
   パナマ ラ フ
ロレンティー

ナ  

 
 

 
  

          

                  
   ブラジル イ
パネマ ブルボ

ン  

 
 

 
  

        

                
    パナマ サ
ン ベニート 
パナマの生徒
たちに教育を  

COMMITMENT  
TO ORIGINS 

Starbucks Coffee Japan, Ltd.  

著作権の都合により、画像は削除しました。 

Commitment to Originsは終了し、 
現在はShared Planetという名称でCSR活動がされています。 
www.starbucks.co.jp/csr/ 



   見ておきたい動き 
 

◆企業の社会的責任 
（CSR＝ Corporate  Social  Responsibility） 
 

◆社会的起業（企業） 
 
◆非政府セクタの役割↑ 



公的／民間／家族等の機能と役割 

Victor Pestoff (1998) Beyond the Market & State: social enterprises  and civil democracy in a welfare 
society; (Aldershot, Brookfield USA, Singapore & Sydney: Ashgate; reprinted 1999 and 2005). 

    国家 
（公共機関） 

 第３セクター 
（ボランタリー 
 非営利組織） 

混合組織 

  コミュニティ 
（世帯･家族） 

 市場 
（民間企業） 

非営利 
営利 

公式 

非公式 

公共 

民間 

＊ 



社会の課題 
 

・担うのは､ 
 政府だけではない 
 

・各セクタが､持ち場 
 で取り組んでいる 



｢工学｣､｢日本｣は､どうする 
 

 



｢工学｣､｢日本｣は､どうする 
 

・工学は､負荷をかけてきた 
 

・工学は､課題を解ける 
 

・日本には､寄与できる 
 ｢強み｣がある 



｢工学｣､｢日本｣は､どうする 
 

・工学は､負荷をかけてきた 
 

・工学は､課題を解ける 
 

・日本には､寄与できる 
 ｢強み｣がある 



85 

■工学（人の存在自体） 

 が､負荷をかけてきた 
 

 例：エントロピー増大         
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■工学（人の存在自体） 

 が､負荷をかけてきた 
 

 例：エントロピー増大 
    

  ｢不正をしない｣では不足 

  →あらゆる機会を 

   価値の創造に活かす         
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■｢価値の基準を決めて 

  行動を促す｣ 

  倫理は､ 
 

  工学は､それに 

   寄与できないか  

 



｢工学｣､｢日本｣は､どうする 
 

・工学は､負荷をかけてきた 
 

・工学は､課題を解ける 
 

・日本には､寄与できる 
 ｢強み｣がある 
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■工学の役割 
 

・課題：環境､食糧､水､ 

    資源･エネ､… 
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■工学の役割 
 

・課題：環境､食糧､水､ 

    資源･エネ､… 
 

            社会的要請 
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■工学の役割 
 

・課題：環境､食糧､水､ 

    資源･エネ､… 
 

            社会的要請 

・解く ：工学 



医学 農学 工学 

1.科学の体系 自然科学（個人依存が強い） 自然科学（環境依存が強い） 自然科学（普遍性） 

2.対象の特徴 
非線形・非連続性・ 

時間遅れ不定 

非線形・非連続性・ 

時間遅れ不定 

線形・連続性・時間遅れ一定 

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御可能 

3.研究の体系 
部分分解主義（臓器・細胞） 統計的平均値主義 

（歴史依存性が強い） 

要素還元主義 

4.評価の前提 
治癒実績・ 

疫学的検証 

収量・耐環境性（気象、土壌、 

動植物、薬品）・味 

機能 

再現性（論理の確かさ） 

5.試行の容易さ 
実験に制約が多い 

（同一条件作れない） 

時間制約が多い 

（同一条件作りづらい） 

実験仕様作りやすい 

（同一条件作りうる） 

6.データの 

 集めやすさ 

困難（母集団の不均一性） 困難な場合が多い 

（条件の多様性） 

容易（支援領域発達） 

（実験計画法等） 

7.価値判断 絶対的（信頼関係） 相対的（収量・価格・市場） 相対的（機能・価格・環境保全) 

8.評価の基準 作ることが難しい 作りがたい場合もある 作りやすい（機能・劣化加速試験） 

9.普遍性の程度 
狭い場合、広い場合もある 

（社会制度・価値観に依存） 

狭い、地域文明 広い、世界文明 

10.仕事の進め方 個人が中心 個人が中心 作業を分担（team work） 

11.教育の原点 
体系的知識の把握 

現場での体験 

現場での経験 現象の把握・ 

定式化・現場での経験 

12.事業主体 （医業）自営も多い （農業）自営が多い （工業）組織の場合がほとんど 

13.競争相手 
（医業）狭い地域の同業者 （農業）同作物生産者 （工業）世界の企業 

（建築・土木を除く） 

14.需要と供給の  

  関係 

需要に供給側が対応 供給側指向も需要側指向も多い 供給側が需要を創造することが多い 

出所：垣田行雄（日本生活支援工学会 編集委員）2008.02.04 ＊ 



｢工学｣､｢日本｣は､どうする 
 

・工学は､負荷をかけてきた 
 

・工学は､課題を解ける 
 

・日本には､寄与できる 
 ｢強み｣がある 



リチャード・E・ニスベット著 
『木を見る西洋人森を見る東洋人－思考の違い

はいかにして生まれるか』 
村本由紀子訳、ダイヤモンド社、2004年 

 
 

Richard E. Nisbett,  
The Geography of Thought: How Asians and 

Westerners Think Differently...and Why,  
Free Press, 2003 



エジプト・シナイ山 

Image by Ian Sewell, from Wikimedia Commons 
http://commons.wikimedia.org/wiki/File:MountSinaiView.jpg 
CC BY-SA 1.0 

from Wikipedia 

from Wikipedia 



三輪山と大神神社 

from Wikipedia 

Image by Amagase, from Wikimedia Commons 
http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Ohmiwa_Shrine_2nd_Torii.jpg?uselang=ja 

CC BY-SA 3.0 



特徴はどこから（西洋と対比） 

       近代西洋文明 
       （分析､環境関与） 

     仏教､儒教､東洋思想 
  （統合的､環境に調和） 

モデルＸ モデルＹ 

キリスト（新）教 

ローマ､ギリシャ 老子､荘子 

自然･社会観１ 自然･社会観２ 

自然･社会１ 自然･社会２ 

日本（表面） 日本（底流） 西洋 



背景（＝日本は遅れているのか） 
 

１．｢徳｣が､元々と高い社会（儒教） 
２．普段､意識･強調する必要がない 
   （類：水と安全は、タダ） 
３．グローバル化や､社会が変化 
   →｢見える形｣で､説明が必要に 
４．｢根拠と説明｣→他国より労力 
５．ただし､肝心の｢実質｣は低くない 



■どう考えるか… 
 

 →外（海外･同業）には 
 （情報はあるが）答えはない 
  

 →自ら考え､判断すること 
 

 →日本／業界／自社の、 
 「強み／弱み」を再整理 



■例えば､日本の｢強み／弱み｣は… 
▼強み 
 社会の｢徳｣の高さ､経営に社会還元 
 がビルトイン､組織内階層の緩さ､ 
 統合的視点､長期的視点､人材育成 
▼弱み 
 ジェンダー､説明責任､多面的視点､ 
 枠組作りへの寄与､環境を創る意思､ 
 抽象的価値への感度 



米国型企業 
（利益を追求し、後で大きく寄付） 

日本型企業経営一般 
（日常の事業活動に､福利を内包） 

日本型企業経営 α 
 （進化型） 



Gain All You Can, Save All You Can,  
           and Give All You Can！ 
 
「大いに獲得し、大いに節約し、 
          大いに捧げなさい。」 
 
（ジョン・ウェスレー（1703-1791）が 
 「金銭の使い方」という説教の中で、 
 労働者階級の人々に説いた。 
 後に、マックス・ウェーバーも引用した。）  



社会的事業 
（社会的活動の事業化） 

公共福祉目的企業 

日本型企業経営 α 
 （進化型） 

日常の事業活動と 
社会責任が分離 

日常の事業活動 
自体が公共福祉目的 

日本型企業経営一般 
（日常の事業活動 
  に､福利を内包） 

利益追求活動 

公共福祉的活動 
（社会､福利等） 

米国型企業 
（利益を追求し、 
後で大きく寄付） 



Project 
1 

Project 
2 
 

Project 
3 
 

Project 
4 
 

Program and Portfolio of Projects 

Single Projects for Discrete Objectives 

 

Capital Investment 
Infrastructure 

Software Development 
BPR 

Enterprise Innovation! 
Projects add values to corporations as ongoing concerns - Growth! 

Modified from JPMF H.Tanaka / P Dinsmore2000 

Project Program Management（P2M）   



｢共用品｣ 
日本発 
国際規格化 
３兆円余 

ご提供：花王株式会社 

＊ 



「共用品」って何？ シャンプー容器
側面のギザギザ，牛乳パックのてっ
ぺんのへこみ．え，それが共用品？ 
そう，それが共用品．より多くの人に，
より使いやすく進化し続けている日
本発のバリアフリーのアイデアの
数々．そして，それを支えているのが
日本の企業の企画開発力．デザイン
の力が住みよい町をつくる．ものづく
りニッポンの底力！  
 
■岩波書店 
■体裁＝四六判・上製・214頁 
■定価 2,300円 + 税 
■2011年1月28日 
■ISBN978-4-00-022578 
  -6 C0036 

 
 

＊ 岩波書店 



倫理（社会を起点とした諸側面） 



倫理（社会を起点とした諸側面） 

 社会 
（モデルＸ） 

 社会 
（モデルＹ） 



倫理（社会を起点とした諸側面） 
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 社会 
（モデルＹ） 



倫理（社会を起点とした諸側面） 

 社会 
（モデルＸ） 

 社会 
（モデルＹ） 

日本 

欧､米 



倫理（日本からの発信） 
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日本 
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倫理（日本からの発信） 

 社会 
（モデルＸ） 

 社会 
（モデルＹ） 

日本 

日本の 
モデル 日本の 

モデル 

欧､米 



マテリアル工学倫理 
 

４月１８日（木） 
 

 第３講 復習 
        ・｢倫理｣what/why 
        ・経済社会の変化 
        ・｢工学倫理｣why 
     倫理の中身は普遍的か 
     倫理for what 
     倫理で社会に寄与する 
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